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1．はじめに (1)事業関係者間への説明、資料作成 

通常、設計成果は 2 次元図面として流通しているが、

これだけでは対象地を 3 次元的に把握し施工計画を立

案することは容易ではない。また 3 次元的な把握を支

援するツールとして一般的に模型が用いられているが、

時系列に変化する施工時の状況を表現・照査するのは

困難である。本研究では熊本市 S 駅付近の交通結節点

改善事業の施工検討を事例とし、設計段階で施工を照

査することにより設計そのものの質の向上を目指した。 

 モデル空間を使用することにより、具体的な説明が

可能になり、かつ資料作成が容易になる。 

(2)複数の施工業務の調整 

 モデル空間において複数の施工業務を 4 次元的に一

括して管理を行うことにより、業務重複を解消する。 

(3)設計完成度の向上 

設計段階において施工を照査し、設計に反映させる

ことにより質の向上を促す。 

 
周辺関係物 

2．従来設計における課題 経時変化物

従来設計では、設計者が周辺地形やそれ以外の対象

物との相互関係が考慮できていない。これより施工段

階において工事工程の業務重複、現場における不慮の

設計変更やそれに伴う手戻り工事の発生など、本来設

計段階で解消すべき問題が生じる。設計者は、周辺地

形やそれ以外の対象物との相互関係を考慮しながら設

計を行い、発注者も施工時の周辺状況を把握し業務を

調整する必要がある。特に、複数の発注者による横断

的な工事の場合は、総合的な調整が重要である。 

設計対象物

図-1 モデル空間 

時間軸

 
図-2 時間軸を設けた施工性の検討 

 3．施工段階を考慮した設計 

 筆者らは CALS/EC データを基盤とし、設計対象だ

けでなく周辺地形や工程計画等を含むトータルな視点

で設計を行う、Total design using CALS/EC data（以下

TuC）という設計システムを提案した 1)。モデル空間

とは、設計対象となる構造物の他に、現況地形や既存

構造物、施工時に使用される重機や仮設構造物など

様々なオブジェクトを配置した空間であり、オブジェ

クトは 3 つに分類される（図‐1）。 

4．適用事例 

 詳細設計における施工性の検討を行った。事業概要

については文献 2)を参考されたい。本事例は、狭い空

間において様々な設計対象物が存在しており複雑にな

っている（図‐3）。 

①設計対象物：設計対象となる構造物 

②周辺関係物：現況地形や既存構造物 

③経時変化物：施工時に使用される重機や仮設構造物 

また、モデル空間においてオブジェクトに時間軸を

付加させ 4 次元的に工事工程を再現し、施工性を検討

する（図‐2）。これより以下の 3 つが可能となる。 
図-3 モデル空間 
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